
里親　　知る日さん を in 松本

講   師

ファミリーホーム 「うずまきファミリー」

宇津 孝子 さん
　1990 年「誰もが心豊かに平和に生きられますように」という願い
が胸に届けられ、“家庭で暮らせない子どもたちとの山里での暮らし”
を夢として思い描く。1998 年から伊那市高遠の山里で自給自足を中
心とした子育てを始め、寄宿生活塾フリーキッズ・ヴィレッジやファ
ミリーホームうずまきファミリーを開設する。現在5人の里子を養育中。
生活の様子を NHK ETV 特集「うずまきファミリーと “子育て村”」に
て放送された｡

お問い合わせ：松本赤十字乳児院 里親支援センター ひまわり
TEL：0263-31-5206（平日９時～ 17時）

会場への直接のお問い合わせはご遠慮ください｡

主催 /松本赤十字乳児院　　共催 /長野県松本児童相談所　松本市
後援 /長野県　長野県里親会連合会　一般財団法人 長野県児童福祉施設連盟　塩尻市　安曇野市　松本市教育委員会　塩尻市教育委員会　安曇野市教育委員会
　　　信濃毎日新聞社　市民タイムス　NHK長野放送局　NBS長野放送　abn長野朝日放送　テレビ松本　SBC信越放送　TSBテレビ信州
協力 /中信地区里親会　松本児童園

講演会＆パネルディスカッションを開催！
NHK ETV 特集「うずまきファミリーと“子育て村”」NHK 厚生文化事業団福祉ビデオライブラリー DVD 上映
DVD 上映時間（10：00 ～、11：10 ～ ）
パネル展示・絵本原画展・里親制度個別相談会も同時開催

「あたりまえの『家庭』の
        　　　暮らしをこどもに」

里親支援センターひまわり
松本赤十字乳児院

うずまきファミリー　宇津孝子 さん

中 信 地 区 里 親 会　　牟禮悌子 さん

松 本 児 童 園　 一柳明美 園長

松本赤十字乳児院　   鎌倉美枝 里親支援専門相談員

長野県こども・家庭課
児童相談・養育支援室  井口真一 課長補佐

パネルディスカッション 14：30～ 15：50
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「里子にとっての里親とは？」
13：00～ 14：15講 演 会

参加
無料
予約不要

信毎メディアガーデン1Fホール
松本市中央２-２０-２

松本赤十字乳児院HP
里親支援センターひまわりは

こちらから



松本市・塩尻市・安曇野市以外にお住まいの方

〒390-1401 松本市波田 9986
電   話：0263-91-3370（平日 8:30 ～ 17:15）
メール：matsujido@pref.nagano.lg.jp

松本児童相談所
松本市・塩尻市・安曇野市にお住まいの方

〒390-0803 松本市元町 3-8-10
電   話：0263-31-5206（平日 9:00 ～ 17:00）
メール：satooya@matsumoto-nj.jrc.or.jp

松本赤十字乳児院
里親支援センターひまわり

※中信地域以外にお住いの方は、お住まいを管轄する児童相談所にご相談ください。

A

Q 子どもは自分の養子になるのですか？

養子縁組ではありません。
養育里親は、自宅で生活できない子どもを預かり、自宅に戻るまでの間、親に代わり育てます。期間は、数日～1か月
などの短期、半年～1年くらい、数年にわたる長期など子どもの必要な期間によりさまざまです。

A

Q どうしたらなれますか？

まずは下記へご連絡ください。詳しい制度の説明や相談も随時行っています。養育里親になるためには、所定の面
接、家庭訪問、研修・実習などを経て、「養育里親」として県に登録されることが必要です。

A

Q 何か資格などは必要ですか？

養育里親になるために一定の要件はありますが、特別な資格は必要ありません。子育て経験がない場合でも申し
込みが可能です。研修や実習等で必要な知識やスキルを学ぶとともに、乳児院・児童相談所等がチームを組んで
養育を支援します。配偶者がいない場合でも協力してくれる成人の同居家族がいる等であれば可能です。

Q 子どもは無償で預かるのですか？

A
無償ではありません。子どもを迎え入れ育てている間は、規定により、県から子どもの生活に必要となる費用（生活
費、医療費、教育費など）や里親手当が支給されます。
生活費 ： 乳児 62,020円　　乳児以外 53,710円　　里親手当 ： 90,000円

Q 共働き家庭ですができますか？

A
共働きであっても、なられる方はいらっしゃいます。保育所等の子育て支援サービスを利用することも可能です。一
方で、特に委託の初期等、子どもと向き合いながら養育していただく十分な時間を確保していただくようお願いして
います。

ご 興 味 がある方 は 、
お気 軽にお問 合 せください。

Q　A＆

～子どもたちの「家庭」での暮らしを支援する～
　私たちは、子どもができるだけ自分の家庭で暮らすことができるよう支援するとともに、さまざまな事情により自分の家
庭で暮らすことが難しい子どもでも、引き続き、地域の「家庭」で暮らすことのできる地域づくりを目指しています。
　そのために、子どもを自宅に預かり、必要な期間、親に代わって子どもを育んでもらえる養育里親を推進しています。


